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(2)  道路網計画におけるアンケート調査 

道路網計画の検討に関する市民との意見交換の場として開催された・「みちの井戸端会議」では，自転

車と歩行者の安全性に対する意見が大多数を占めていました。 

 

 
資料：調布市道路網計画 （参考資料）市民参加レポートより引用 

図 2-19 みちの井戸端会議での意見集計結果 
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  自転車通行空間等の整備状況

調布市内では，平成 30 年 3 月現在，東八道路，武蔵境通り，三鷹通り，甲州街道，鶴川街道，品川

通り，松原通りなどで自転車通行空間等が整備されています。 

 

図 2-20 自転車通行空間等整備状況 

 

表 2-2 自転車通行空間整備済区間一覧 

 

 ※距離（概算）は，地図上での計測により算出した。 

 ※四捨五入をしているため，合計は一致しない。 

  

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

自転車歩行者道として
整備された区間

自転車レーンとして
整備された区間

東八道路

0 1,000m500

N

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

自転車歩行者道として
整備された区間

自転車レーンとして
整備された区間

東八道路

0 1,000m500

N

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

自転車歩行者道として
整備された区間

自転車レーンとして
整備された区間

東八道路

0 1,000m500

N

➀-1

➀-2

➀-3

②-1

②-2

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪-1

⑪-2

③

④

②-3

番号 路線名 整備形態 距離（概算）km

➀-1 0.05

➀-2 0.14

➀-3 0.77

0.95

②-1 1.70

②-2 0.32

2.02

⑤ 調布3・4・33号 飛田給南口線(市道西53号線) 車道混在路面表示 0.17

⑥ 調布3・4・32号 西調布境橋線(主要市道16号線) 車道混在路面表示 0.13

⑦ 鶴川街道（主要地方道19号） 自転車専用通行帯 0.47

⑧ 品川通り（主要市道12号線） 自転車歩行者道 0.31

⑨ 調布3・4・28号 品川道天神前線(市道南24号線) 車道混在路面表示 0.12

⑪-1 松原通り（都道114号） 自転車専用通行帯 0.21

4.38

東八道路
（主要地方道14号）

自転車歩行者道

➀合計

武蔵境通り
（主要地方道12号）

自転車歩行者道

②合計

自転車通行空間 整備済み区間 総延長
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表 2-3 警視庁ナビマーク3設置路線一覧 

 

 ※距離（概算）は，地図上での計測により算出した。 

 ※四捨五入をしているため，合計は一致しない。 

 

  

                                                

 
3警視庁ナビマーク：Ｐ57参照。 

番号 路線名 距離（概算）km

②-3 武蔵境通り（主要地方道12号） 0.76

③ 三鷹通り（都道121号） 3.49

④ 甲州街道（国道20号） 6.93

⑩ 都道114号 0.32

⑪-1 1.65

⑪-2 0.10

1.76

13.25

⑪合計

整備済み区間 総延長

松原通り
（都道114号）
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3. 基本方針と計画目標の設定 

  課題の整理

基本方針の設定にあたり，1.3・ 計画の位置づけ・で整理した上位・・関連計画における自転車に関連する

基本方針・・取組等から，自転車ネットワーク路線の整備において考慮すべき視点を以下の通り整理しま

した。 

 

 

図 3-1 上位・関連計画から見た自転車ネットワーク計画で考慮すべき視点 

  

【上位・関連計画】 【自転車に関連する基本方針・取り組み等】

方針「環境負荷の少ない交通手段である自転車が安心して通行できる道路空間の創出」

方針「多摩湖周辺の自転車道など、快適で便利な自転車走行環境を形成」

取組「道路空間を再編し、自転車の快適な通行空間を実現」

取組「自転車シェアリングのサイクルポートを利便性の高い場所に設置することにより、
他交通機関と組み合わせて交通環境を充実」

取組「自転車走行空間や駐輪場の整備、ルール・マナーの啓発などにより自転車利用環境を充実
し、自転車活用を推進」

調布市都市計画マスタープラン まちづくりの方針「自転車をひとつの交通手段として位置付け、走行環境等を整備」

調布市総合交通計画 基本方針「歩行者・自転車が安全・安心に移動できる環境の整備」

中心市街地街づくり総合計画 目標「自転車が利用しやすい環境づくり」

計画の目標「快適、便利、そして安全な移動空間の確保」

計画の目標「商業・文化・にぎわいが織りなすまちの形成」

計画の目標「低炭素なまち、生活環境に配慮した住みやすいまちの形成」

基本方針「歩行者が安全・安心に移動できる環境を整備」

基本方針「自転車マナーの普及・啓発及び自転車対策の強化」

調布市環境基本計画 施策「環境に配慮したまちづくり」

【近年の自転車政策】

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 目的「自転車ネットワーク計画の作成やその整備、通行ルールの徹底等を推進」

自転車活用推進法の施行 基本理念「自転車の活用を総合的・計画的に推進」

整備目的「歩行者、自転車、自動車がともに安全で安心して通行できる道路空間の創出」

整備目的「ＣＯ² 削減など環境への寄与」

整備目的「自転車走行環境の利便性向上による観光振興への寄与」

オリ・パラに向けた自転車推奨ルート 目的「誰もがオリ・パラの雰囲気や観光地のにぎわいを楽しめるよう取組を実施」

多摩部19都市計画
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

調布市道路網計画

東京都自転車走行空間整備推進計画

都市づくりのグランドデザイン

調布市バリアフリー基本構想
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2.自転車利用等の現状・で把握した調布市の自転車利用等の現状から，自転車利用に関する課題を図

3-2 の通り整理しました。また，この課題に係る地域の現状は図 3-3 のように整理されます。 

 

 

図 3-2 自転車利用に関する課題 

 

 

 

図 3-3 自転車利用に関する課題に係る地域の現状 

  

②様々な世代の人が，様々な目的で利用
できる自転車走行環境を整備

①安全に自転車を利用できる自転車走行
環境を整備

③中心市街地において歩行者に配慮しつつ
快適に自転車を利用できる環境を整備

c,自転車利用者が多い

d,通勤・通学目的や私事目的での
自転車利用が多い

g,全事故のうち２割が自転車関
連事故

f,商業施設や学校への移動が多い

自転車利用に関する課題

概
況

自
転
車
利
用
の
現
状

h,安全性に対する意見が多い

i, 中心市街地での自転車利用に
関する意見が多い

e,市外への移動も比較的多い

a,子育て層が多い

b,中心市街地周辺に居住

⇒a,b,c,e,f,g,hに対応

⇒a,c,d,e,f に対応

⇒b,d,h,i に対応

自転車利用に関する課題

• 調布駅・仙川駅周辺や、幹線道路沿線で交通事故が多く発生

• 鉄道駅周辺を中心に商業施設や学校、幼稚園・保育施設が多く立地し、私
事目的の自転車利用が多い

• 鉄道駅から離れた地域でも、高校や観光資源等が点在している

• 調布市内から三鷹市、世田谷区、狛江市までといった広域的な自転車移
動が見られる

• 調布駅、仙川駅、つつじヶ丘駅への自転車のアクセスが多い

• 調布駅等では駅前広場整備が進行中

②様々な世代の人が，様々な目的で利用できる自転車走行環境を整備

①安全に自転車を利用できる自転車走行環境を整備

③中心市街地でも快適に自転車利用できる環境を整備
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  基本方針

 

前節で整理した考慮すべき視点と自転車利用に関する課題等を踏まえ，調布市自転車ネットワーク計

画の基本方針を図 3-4 のとおり設定しました。 

 

 

図 3-4 基本方針 
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3.2.1・ 基本方針で設定した基本方針を実現するための自転車ネットワーク構築の視点として，①鉄道

駅へのアクセス，➁駅から離れた主要施設へのアクセス，➂中心市街地の回遊や観光資源へのアクセス

の３つの視点を設定しました。 

 

(1)  視点①：鉄道駅へのアクセス 

鉄道駅沿線に商業施設や学校，保育施設が多く立地しています。また，大都市交通センサスに基づく

分析により，自転車を端末交通手段とした鉄道駅へのアクセスが多いことから，鉄道駅への自転車アク

セスを支える自転車ネットワークが必要です。 

こうした鉄道駅へのアクセスのための自転車ネットワークが構築されれば，基本方針の・「安全・・快適」

「くらし」「にぎわい」の実現に資するものと考えられます。 

 

 

 
図 3-5 視点①の設定 

  

視点①：鉄道駅へのアクセス

資料：大都市交通センサス（平成22年）より作成

自転車を端末交通手段とした
鉄道駅へのアクセスが多い

●自転車等駐輪場
●高校・大学・専門学校
●幼稚園・保育園
●大規模小売店舗
●公共施設
●公園

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

飛田給

西調布

京王多摩川

調布

布田
国領

柴崎

つつじヶ丘

仙川

鉄道駅沿線

基本方針【安全・快適】【くらし】【にぎわい】に対応

鉄道沿線に商業施設や学校、
保育施設が多く立地

【自転車利用の現状】

6,383

4,257

3,310

1,299

1,057

888

269

176

137

10,445

7,404

9,699

3,679

5,729

2,687

3,906

2,773

3,542

2,550

1,575

0 5,000 10,000 15,000 20,000

調布駅

仙川駅

つつじヶ丘駅

柴崎駅

国領駅

西調布駅

飛田給駅

布田駅

京王多摩川駅

自転車

歩行者

路線バス

乗用車

タクシー

二輪車

その他・不明
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(2)  視点②：駅から離れた主要施設へのアクセス 

調布市内では，北部地域を中心に，鉄道駅から比較的離れた地域で自転車の分担率が高くなっていま

す。また，多くの自転車利用が見込まれる施設が駅から離れた施設にも立地している事から，視点①で

考慮する鉄道駅へのアクセスだけでなく，駅から離れた主要施設への自転車アクセスを支える自転車ネ

ットワークが必要です。 

こうした駅から離れた主要施設へのアクセスのための自転車ネットワークが構築されれば，基本方針

の「安全・快適」「くらし」の実現に資するものと考えられます。 

 

 

 
図 3-6 視点②の設定 

  

視点②：駅から離れた主要施設へのアクセス

駅から比較的離れた地域で
自転車の分担率が高い

自転車利用が見込まれる施設が駅から離れた
地域にも立地

●自転車等駐輪場
●高校・大学・専門学校
●幼稚園・保育園
●大規模小売店舗
●公共施設
●公園

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

飛田給

西調布

京王多摩川

調布

布田

国領

柴崎

つつじヶ丘

仙川

鉄道駅から離れた地域

基本方針【安全・快適】【くらし】に対応

22%

19%

24%

27%

22%

21%

22%

20%

27%

25%

19%

29%

27%

25%

32%

36%

29%

21%

33%

32%

31%

2%

4%

3%

6%

2%

3%

4%

20%

11%

15%

23%

12%

13%

15%

2%

2%

2%

2%

1%

1%

2%

0% 25% 50% 75% 100%

西部

調布駅周辺

南部

北部

つつじヶ丘駅周辺

東部

市全体

自転車 徒歩 鉄道・地下鉄 路線バス・都電 自動車 ２輪車 その他・不明

資料：東京都市圏パーソン調査（平成20年）より作成

調布駅
周辺

北部

つつじヶ丘

西部

南部

東部

【自転車利用の現状】
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(3)  視点③：中心市街地の回遊や観光資源へのアクセス 

調布市では，調布駅付近連続立体交差事業による京王線地下化に伴い，中心市街地のまちづくりが進

行しています。多くの市民にとって便利で身近な交通手段である自転車で，中心市街地内の回遊性の向

上を図ることで，にぎわい創出に資するものと考えられます。 

また，調布市内には，深大寺や神代植物公園，多摩川などといった魅力的な観光資源が点在している

ため，これら観光資源への自転車アクセスを支えることで，にぎわい創出が期待できると考えられます。 

 

 

図 3-7 視点③の設定 

  

魅力的な観光資源が市内に点在

視点③：中心市街地の回遊や観光資源へのアクセス

中心市街地のまちづくりが進行中

出典： 「中心市街地のまちづくりパンフレット」（平成27年5月）

基本方針【安全・快適】【にぎわい】に対応

●自転車等駐輪場
●高校・大学・専門学校
●幼稚園・保育園
●大規模小売店舗
●公共施設
●公園

高速道路
国道
主要地方道
都道
鉄道

飛田給

西調布

京王多摩川

調布

布田

国領

柴崎

つつじヶ丘

仙川

深大寺

神代植物公園

味の素スタジアム

多摩川

野川公園

【自転車利用の現状】
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  計画目標の設定

 

3.2.1・ 基本方針・で設定した基本方針ごとに，計画の目標を設定します。 

計画目標の設定にあたっては，目標達成状況が把握しやすいよう，できる限り客観的かつ定量的なデ

ータの活用を考慮するものとします。 

表 3-1 目標の評価に用いる指標とデータ 

基本方針 指標 評価に用いるデータ 
ネットワーク構築の視点 

（P31-33）との関連 ※ 

【安全・快適】 

安全快適に利

用できる自転

車走行環境の

整備 

・自転車関連の事故件数 ・事故件数データ（警視庁） 視点①，②，③ 

・道路が安全と感じる市民の割合 ・市民意識調査（調布市） 

【くらし】 

日常生活を支

える自転車走

行環境の整備 

・自転車分担率 

（目的地への代表交通手段） 

・パーソントリップ調査 

（東京都市圏交通計画協議会） 

視点①，② 

・自転車走行空間の満足度 ・市民意識調査（独自調査） 

【にぎわい】 

まちの活性化

に寄与する自

転車走行環境

の構築 

・鉄道駅周辺の市営自転車等駐車

場における一時利用者数 

・施設管理データ集計 視点①，③ 

・中心市街地が魅力的なまちであ

ると感じている市民の割合 

・市民意識調査（調布市） 

※・ネットワーク構築の視点 

 視点①：鉄道駅へのアクセス（P31参照） 

 視点②：駅から離れた主要施設へのアクセス（P32参照） 

 視点②：中心市街地の回遊や観光資源へのアクセス（P33参照） 

 

調布市総合交通計画・（平成・ 23・ 年４月）では，歩行者・・自転車が安全・・安心に移動できる環境の整備

について，計画目標を次のように設定しています。 

 

 
  出典：調布市総合交通計画（平成 23 年４月）より引用 

図 3-8（参考）設定指標（調布市総合交通計画）  


